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Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍  

１．女性活躍に資する働き方改革の推進 
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 1

小項目 (4)

細項目
④

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

○

－

－

30年度要求予算額： － 千円

29年度予算額： － 千円

28年度歳出予算現額※1： － 千円
28年度決算額： － 千円

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

その他（具体的に）

④個人の学び直し・復職・再就職支援
   育児等で離職した女性の復職・再就職を促進するため、専門実践教育訓練給付の対
象となる子育て女性のための「リカレント教育」講座の増設や給付率と上限額の引上げ
を行うとともに、出産等で離職後、子育てでのブランクが長くなっても受給を可能とする
（離職後４年以内→離職後20年以内）等のリカレント教育受講に対する支援を拡充す
る。
　　また、子育て女性等が受講しやすいよう短期プログラムの認定制度を創設し、これら
の講座について教育訓練給付の対象とすることを検討する。さらに、中小企業など産業
界や地方公共団体等と連携してキャリア形成と再就職支援を一体的に行い女性が学び
直しを通じて復職・再就職しやすい仕組みづくりに関するモデル構築を行う。

（４）ライフイベントに対応した多様で柔軟な働き方の推進

１．女性活躍に資する働き方改革の推進

職業実践力育成プログラム（BP：Brush up Program for professional）認定制度の改善

　労働生産性を上げ、成長と分配の好循環を加速するため、働き方改革の取組を速や
かに実行していくとともに、未来への先行投資として、人材への投資を強化し、生涯現役
社会の実現を目指す。
　具体的には、女性の活躍促進も含め、社会人の学び直しを一層促進するため、短期
間で受講しやすい教育プログラムの認定制度を創設するとともに、これらのプログラム
について教育訓練給付との連携を図り、もって我が国のリカレント教育の充実を推進す
る。

通し番号  33 

機構定員要求

-

　離職した女性の復職・再就職等も含め、社会人の学び直しを一層促進するため、大学
等における実践的・専門的かつ短期間で受講しやすい教育プログラムの認定制度を創
設し、これらのプログラムについて教育訓練給付との連携を図る。
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分野
－大
項目

３－５

分野
－大
項目

その他関係する分野・大項目等

再就職、起業、自営業等における支援

-

５２

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る
平成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づ
く平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省

高等教育局専門教育課
担当府省・担当課

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

-

主に関係する分野・大項目
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「
短
期
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
制
度
」

の
創
設
に
つ
い
て

平
成

29
年

9月
14
日

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課

1
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大
学
等

に
お

け
る
社

会
人

や
企

業
等
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ
た

実
践

的
・

専
門

的
な

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
「
職

業
実

践
力

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

(
Ｂ
Ｐ

)
と
し

て
文

部
科
学

大
臣

が
認

定
【
目
的
】

プ
ロ
グ

ラ
ム

の
受
講

を
通

じ
た

社
会

人
の
職
業
に
必
要
な
能
力
の
向
上
を
図
る
機
会
の

拡
大

【
認
定
要

件
】

○
大
学
、

大
学

院
、

短
期

大
学

及
び

高
等
専
門
学
校
の
正
規
課
程
及
び
履
修
証
明
プ
ロ

グ
ラ

ム

○
対
象
と

す
る

職
業

の
種

類
及

び
修

得
可
能
な
能
力
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
設
定
し
、

公
表

○
対
象
と

す
る

職
業

に
必

要
な

実
務

に
関
す
る
知
識
、
技
術
及
び
技
能
を
修
得
で
き
る
教

育
課

程

○
総
授
業

時
数

の
一

定
以

上
（

５
割

以
上
を
目
安
）
を
以
下
の
２
つ
以
上
の
教
育
方
法
に

よ
る

授
業

で
占

め
て

い
る

①
実

務
家

教
員

や
実

務
家

に
よ

る
授
業

②
双
方
向
若
し
く
は
多
方
向
に
行

わ
れ

る
討

論

（
専
攻
分
野
に
お
け
る
概
ね
５
年
以
上
の
実
務
経
験
）
（
課
題
発
見
・
解
決
型
学
修
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
）

③
実

地
で

の
体

験
活

動
④
企
業
等
と
連
携
し
た
授
業

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
留
学
や
現
地
調
査
等
）

（
企
業
等
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
）

○
受
講
者

の
成

績
評

価
を

実
施

○
自

己
点
検
・
評
価
を
実
施
し
、
結
果
を
公
表
（
修
了

者
の

就
職
状

況
や

修
得

し
た

能
力

等
）

○
教
育
課

程
の

編
成

及
び

自
己

点
検

・
評
価
に
お
い
て
、
組
織
的
に
関
連
分
野
の
企
業

等
の

意
見

を
取
り

入
れ

る
仕

組
み

を
構

築

○
社
会
人

が
受

講
し

や
す

い
工

夫
の

整
備
（
週
末
・
夜
間
開
講
、
集
中
開
講
、
Ｉ
Ｔ
活

用
等

）

平
成
２
７
年
３
月

教
育
再

生
実

行
会

議
提

言
（

第
６

次
提

言
）

「
「
学
び
続
け
る

」
社

会
、

全
員

参
加

型
社

会
、

地
方

創
生

を
実

現
す
る
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

認
定

に
よ
り
､
①

社
会
人

の
学

び
直

す
選
択

肢
の

可
視

化
､
②

大
学

等
に

お
け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
魅

力
向

上
､
③

企
業

等
の

理
解
増

進
を

図
り

､
厚
生

労
働

省
の

教
育

訓
練
給

付
制

度
と
も

連
携

し
、

社
会
人

の
学

び
直

し
を
推

進

有
識
者

会
議

に
お
い

て
、
認

定
要

件
等

を
検
討

※
大

学
等

か
ら

プ
ロ
グ

ラ
ム

の
公

募
を
行

い
、

平
成

２
９
年

４
月

現
在

で
、

１
８

０
課
程

を
認

定

「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
Ｂ
Ｐ
）
認
定
制
度
に
つ
い
て
（
概
要
）

－
Br

us
h 

up
 P

ro
gr

am
 fo

r p
ro

fe
ss

io
na

l
－

2
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大
学
に
お
け
る
女
性
の
た
め
の
学
び
直
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
例
）

日
本
女
子
大
学
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
課
程
」

【
目
的
】

大
学
卒
業
後
に
就
職
し
、
そ
の
後
育
児
や
進
路
変
更
等
で
離
職
し
た
女
性
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
、
高
い
技
能
・
知
識
と
働
く
自
信
・
責
任
感
を

養
い
、
再
就
職
を
支
援
す
る

【
特
徴
】

英
語
（
会
話
、
ビ
ジ
ネ
ス
対
応
）
、

IT
、
社
会
保
険
法
・
労
働
法
知
識
、

会
計
・
簿
記
、
内
部
監
査
、
記
録
情
報
管
理
者
、
貿
易
実
務
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
修
得
。
企
業
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
合
同
会
社
説
明
会
を
開
催
。

【
対
象
と
す
る
職
業
分
野
】

管
理
職
、
事
務
系
（
経
理
、
人
事
、
貿
易
実
務
等
）
、
営
業

【
受
講
期
間
】

１
年
間
（
平
成

28
年
度
受
講
者
数
：

71
名
）

【
社
会
人
の
受
講
し
や
す
い
工
夫
】

託
児
サ
ー
ビ
ス
、
週
末
開
講
、

夏
季
休
暇
期
間
集
中

↑
外
国
人
教
師
に
よ
る
時
事
英
語
の

授
業
の
様
子

関
西
学
院
大
学
「
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ー
ス
」

【
目
的
】

職
場
で
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
女
性
を
対
象
に
、
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る

経
営
知
識
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
等
を
養
成
。

【
特
徴
】

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
､デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
､事
業
革
新
等
の
科
目
で
構
成
。

女
性
経
営
者
に
よ
る
講
義
、
実
務
直
結
の
問
題
解
決
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
実
施
。

【
対
象
と
す
る
職
業
分
野
】

管
理
職
、
企
画
・
営
業
・
経
理
等

【
受
講
期
間
】

10
ヶ
月
（
平
成

28
年
度
受
講
者
数
：

25
名
）

【
社
会
人
の
受
講
し
や
す
い
工
夫
】

夜
間
・
週
末
開
講
、
Ｉ
Ｔ
活
用
等

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室
に
お
け
る

IT
授
業
の
様
子
→

↑
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
様
子

3
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○
現
在
の
履
修
証
明
制
度
に
お
い
て
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
、
「
国
の
周
知
に
よ
り
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
の
社
会
的
認
知
度
・
評
価
が
高
め
ら
れ
る
べ
き
」
、
「
企
業
等
に
お
い
て
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
修
了
し
た
者
の
処
遇
が
改
善
さ
れ
る
べ
き
」
が
高
い
割
合
で
あ
っ
た
。

○
「
法
令
で
規
定
さ
れ
て
い
る
総
授
業
時
間
数
（

12
0時

間
以
上
）
が
長
す
ぎ
る
の
で
、
よ
り
短
時
間
で
の

修
了
が
可
能
な
制
度
と
す
べ
き
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、

19
.8
％
で
あ
っ
た
。

出
典
：
社
会
人
の
大
学
等
に
お
け
る
学
び
直
し
の
実
態
把
握
に
関
す
る
調
査
研
究

（
平
成

27
年
度
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
＜
文
部
科
学
省
：
先
導
的
大
学
改
革
推
進
委
託
事
業
＞
）

履
修
証
明
制
度
等
の
改
善
す
べ
き
点

20
5

19
.8
％

16
1.

5%

81
7.

8%

31
1

30
.0

%

44
3

42
.8

%

32
3.

1%

12
2

11
.8

%

27
1

26
.2

%

32
5

31
.4

%

20
1.

9%

68
6.

6%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

法 令 で 規 定 さ れ て い る 総 授

業 時 間 数 （ 1 2 0 時 間 以

上 ） が 長 す ぎ る の で 、 よ り 短

時 間 で の 修 了 が 可 能 な 制 度

と す べ き 。

法 令 で 規 定 さ れ て い る 総 授

業 時 間 数 （ 1 2 0 時 間 以

上 ） が 短 す ぎ る の で 、 よ り 時

間 を か け た 学 修 が 可 能 な 制

度 と す べ き 。

出 口 管 理 を 厳 し く し 、 一 定

の 知 識 ・ 能 力 を 修 得 し た 者

の み に 履 修 証 明 書 が 交 付 さ

れ る よ う に す べ き 。

企 業 等 に お い て 、 履 修 証 明

プ ロ グ ラ ム を 修 了 し た 者 の

処 遇 が 向 上 さ れ る べ き 。

国 等 の 周 知 に よ り 、 履 修 証

明 プ ロ グ ラ ム や 修 了 者 に 交

付 さ れ る 履 修 証 明 書 の 社 会

的 認 知 度 ・ 評 価 が 高 め ら れ

る べ き 。

履 修 証 明 プ ロ グ ラ ム が 多 様

す ぎ る た め 、 国 が 目 的 ・ 内

容 を よ り 限 定 す べ き 。

さ ら に 多 様 な ニ ー ズ を 満 た

せ る よ う 、 履 修 証 明 プ ロ グ

ラ ム の 要 件 を 緩 和 す べ き 。

履 修 証 明 プ ロ グ ラ ム 受 講 者

の 経 済 的 負 担 を 軽 減 す る た

め 、 国 ・ 大 学 等 か ら の 財 政

支 援 が 充 実 さ れ る べ き 。

わ か ら な い

そ の 他

無 回 答

国
立

公
立

私
立

全
体

(N
=
1
0
3
6
)

(上
：
実
数
、
下
：
％

)


中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
制
度
・
教
育
改
革

W
G（

平
成

29
年

8月
30
日
）
に
お
い
て
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
行
規
定

の
改
善
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
た
と
こ
ろ

4

8



「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 1

小項目 (4)

細項目
④

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 54,223 千円

29年度予算額： 30,624 千円

28年度歳出予算現額※1： - 千円
28年度決算額： - 千円

使用割合： - ％

－

－

該当施策概要

通し番号  34 

その他（具体的に）

④個人の学び直し・復職・再就職支援
　　育児等で離職した女性の復職・再就職を促進するため、専門実践教育訓練給付の対
象となる子育て女性のための「リカレント教育」講座の増設や給付率と上限額の引上げを
行うとともに、出産等で離職後、子育てでのブランクが長くなっても受給を可能とする（離
職後４年以内→離職後20年以内）等のリカレント教育受講に対する支援を拡充する。
　　また、子育て女性等が受講しやすいよう短期プログラムの認定制度を創設し、これら
の講座について教育訓練給付の対象とすることを検討する。さらに、中小企業など産業
界や地方公共団体等と連携してキャリア形成と再就職支援を一体的に行い女性が学び
直しを通じて復職・再就職しやすい仕組みづくりに関するモデル構築を行う。

（４）ライフイベントに対応した多様で柔軟な働き方の推進

１．女性活躍に資する働き方改革の推進

男女共同参画のための学び・キャリア形成支援事業

　「ニッポン一億総活躍プラン」（平成28年６月２日閣議決定）」においても、女性活躍の推
進のため、復職やキャリアアップを目指す女性等に対する大学・専修学校等における実
践的な学び直し機会の提供を推進することとされている。また、「働き方改革実行計画」
（29年３月28日働き方改革実現会議決定）においては、大学等の女性のリカレント講座の
全国展開を図るため、カリキュラムや就職支援の枠組みについて産業界や地方公共団
体等と連携してモデル開発を行い、その普及を図るとともに、講座開拓や職業実践力育
成プログラム講座の拡大を進めることとされている。

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

-

　女性がリカレント教育を活用して復職・再就職しやすい環境整備の在り方や、大学等
が、男女共同参画センター、産業界、ハローワーク等と連携し、地域の中で女性の学びと
キャリア形成・再就職支援を一体的に行う仕組みづくりに関するモデル構築や普及啓発
のための研究協議会を開催し、男女共同参画のための女性の学び・キャリア形成支援の
推進を図る。
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分野
－大
項目

１０－３

分野
－大
項目

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省生涯学習政策局

男女共同参画学習課
担当府省・担当課

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

-

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教
育・学習の充実

-

１２６

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野
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地
方
公
共

団
体

大
学
等

B
Ｐ
（
職
業
実

践
力
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
と

の
連
携
等

男
女

共
同

参
画

推
進

の
た
め
の

学
び
・
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援
事

業

女
性

の
学
び
を
通

じ
た
社

会
参

画
の

た
め
の

地
域

連
携
モ
デ
ル
の
構
築

就
労

支
援

講
座
⇔
女
性

受
講

生

ニ
ー
ズ
⇔

女
性

の
登

用
・
起

業

男
女

共
同

参
画

セ
ン
タ
ー

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ

○
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

女
性
の
学

び
か

ら
社

会
参

画
を

支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継

続
さ
せ
る
た
め
の

基
盤

地
元
産
業
界

・
商
工
会

・
農
協
・
漁
協

・
社
会
福
祉
協

議
会

等

大
学

等
に

お
け

る
学

び
の

た
め

の
環

境
整

備
と

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

の
仕

組
み

づ
く

り
の

モ
デ

ル
を

構
築

・
普

及
に

よ
り

、
女

性
が

活
躍

で
き

る
社

会
の

構
築

に
つ

な
が

る
！

『
女
性

活
躍

加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
２
０
１
７
』

１
．
女
性
活
躍
に
資
す
る
働
き
方
改
革
の
推
進

（
４
）
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
し
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
推
進

④
個

人
の

学
び
直
し
・
復
職
・
再
就
職
支
援

（
略
）

さ
ら
に
、
中

小
企
業
な
ど
産
業
界
や
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
再
就
職
支
援
を
一
体
的
に
行
い
女
性
が
学
び
直
し
を
通
じ
て

復
職

・
再
就

職
し
や
す
い
仕
組
み

づ
く
り
に
関
す
る
モ
デ
ル
構
築
を
行
う
。

男
女

が
と
も
に
仕
事
と
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
活
動
に
参
画
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、
個
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
の
学
び
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の

た
め
、
学
び
や
す
い
環
境
整
備
と
社
会
参
画
へ
つ
な
げ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
は
、
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

し
か

し
、
大

学
等
に
お
い
て
は
、
保
育
所
の
整
備
は
十
分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
ま
た
、
女
性
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
び
か
ら
社
会
参
画
に
つ
な
が
る
仕
組
み
も
十
分
で
は
な
い
。

現
状

・
課
題

一
体
的
に
行
う
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築

生
涯
学
習
施
設

・
図
書
館

等
情

報
提

供

（
前
年
度
予
算
額

3
0
,6

2
4
千
円
）

3
0
年
度
要
求
額

5
4
,2

2
3
千
円


有

識
者

会
議

の
開

催
（
継

続
）

自
治
体
、
産

業
界

等
と
連

携
し
た
一

体
的

な
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
を
検

討


調
査

研
究

の
実

施
（
新

規
）

女
性
の
学

び
・
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援
推

進
の

調
査

研
究


実

証
事

業
の

実
施

（
新

規
）

大
学
等
と
男

女
共

同
参

画
セ
ン
タ
ー
、
産

業
界

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー
ク
等

が
連

携
し
た
学

び
・
キ
ャ
リ
ア
形

成
（
再

就
職

・
起

業
・
社
会
参

画
）
支

援
の

地
域

連
携

モ
デ
ル

構
築

の
た
め
の

実
証
事
業

（
ﾐﾆ

ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ
に
よ
る
成

果
・
課

題
の

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
含

む
）


研

究
協

議
会

の
開

催
（
継

続
）

（
地
域
で
の
連
携
例
）

29
年
度
・
30

年
度

2
9
年
度
：
地
域
連
携
体
制
（
連
携
・
協
働
の
在
り
方
）
の
構
築
な
ど
支
援
の
枠
組
み
の
検
討

3
0
年
度
：
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
・
再
就
職
支
援
な
ど
具
体
的
な
支
援
の
た
め
の
実
証
的
な
検
証


再

就
職

子
育

て
等

で
一

旦
離

職
し
た
女

性
の

再
就

職
に
向

け
た
学

び
や

就
労

支
援


ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
座

等
の

受
講

に
よ
り
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
支

援
（
女

性
農

家
が

若
手

農
業

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
受

講
を
き
っ
か

け
に

受
講

生
ら
と
マ
ル

シ
ェ
立

ち
上

げ
）


社

会
参

画
講

座
等

の
受

講
や

地
域

と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
社

会
参

画
を
支

援
（
地

域
お
こ
し

N
PO

立
ち
上

げ
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
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